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ネット・ゼロ・エネルギー住宅
（ZEH）

中古住宅市場
の活性化

ドローン

消費税再増税

国産材
利用促進

コンパクト
シティ

既存住宅の増築・改築に係る
長期優良住宅認定基準

CLT

自然災害
対策

職人不足

2016年4月から、一般家庭や小規模な商店など「低圧（50kW未満）」の契約者に対する電
力小売りが自由化される。高層ビルや大規模工場に対する電力小売自由化はすでに2000
年から始まっており、2004年には商業施設やオフィスなどに対象を広げ、今回、全面解禁と
なる。市場規模8兆円と言われる一般家庭や商店などへの電力小売りが自由にできるように
なることで、各業界から多くの参入が見込まれる。

IoT（Internet of Things）

セルロースナノファイバー（CNF）

電力小売りの全面自由化

日本語では〝モノのインターネット〟とも呼ばれる。身のまわりのあらゆるモノに通信機能
を持たせ、インターネットに接続することで自動認識や自動制御、遠隔計測などを行う。あ
らゆるモノにセンサーが組み込まれて直接インターネットにつながり、人とモノ、あるいは
モノ同士が相互に通信する。住宅への活用も研究が始まっている。

植物の細胞壁の主成分であり、植物構造の基本物質であるセルロースを、100万分の1ミ
リレベルのナノサイズにまでほぐすことで得られる、最先端のバイオマス素材である。原料
は植物資源で、樹木はもちろん竹や稲ワラ、草本類などからも生み出すことができる。生産
から廃棄まで一貫して環境負荷が小さく、鉄の５倍の強度を持ち、比重は５分の１という、高
強度かつ軽量が特長である。

CCRC　　　　　　　　　　
（継続介護付きリタイアメント・

コミュニティ）

2016年の
注目キーワード

特  集

住
友
林
業
株
式
会
社  

取
締
役  

常
務
執
行
役
員  

木
材
建
材
事
業
本
部
長   

福
田 

晃
久

市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
収
益
基
盤
づ
く
り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」を
ご
愛
読
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
世
界
経
済
は
、
中
国
経
済
の
減
速
が
鮮
明

に
な
っ
た
影
響
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
に
も
陰
り
が
見
え
、

欧
州
で
は
シ
リ
ア
難
民
問
題
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

が
続
き
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
日
本
銀
行
が

２
０
１
５
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
予
想
を
引
き
下
げ
る
な

ど
、景
気
回
復
は
足
踏
み
状
態
と
な
り
ま
し
た
。政
治
面
で
は
、

安
倍
政
権
が
新
た
に
３
本
の
矢
を
発
表
し
、
デ
フ
レ
脱
却
は

近
い
と
の
認
識
を
示
す
こ
と
で
、
日
本
経
済
を
新
た
な
局
面

に
導
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
住
宅
市
場
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
消
費
税
増
税
に
伴

う
需
要
減
少
か
ら
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
、
本
格
的
な
回

復
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
７
年
４
月
に
は
消
費

税
の
再
引
き
上
げ
を
控
え
、
本
年
は
駆
け
込
み
需
要
と
そ
の

反
動
減
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
景
気
次
第
で
は
長
期
的

な
低
迷
の
可
能
性
が
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
縮
小
が
見
込
ま

れ
る
新
築
市
場
を
見
据
え
る
と
、
収
益
を
確
実
に
確
保
で
き

る
体
質
強
化
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
を
活
用
し
た
資
材
受
発
注
の
合
理
化
な
ど
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
や
機
能
の
開
発
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
ど
も
は「
木
」を
活
か
し
て
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
と
い
う
事
業
精
神
に
の
っ
と
り
、
国
内
だ
け
で
な
く

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
山
林
取
得
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
地
球
環
境
に
貢
献
し
、
木
材
建
材
事
業
に
シ

ナ
ジ
ー
を
生
み
出
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
今
、
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
住
宅
業
界

に
お
い
て
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
基
礎
工
事
に
関
す
る
偽
装
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
高
い
倫
理
観
と
正
し
い
基
準
で
物
事
を
判
断

し
、
本
質
を
見
失
わ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
の
十
二
支「
申
」は
、
果
実
が
成

熟
に
至
る
ま
で
の
伸
び
を
表
し
、
努
力
が
形
に
な
っ
て
い
く
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
着
実
に
積
み
重
ね
た
努
力
を
形
に

し
、
皆
様
と
と
も
に
業
界
を
盛
り
上
げ
て
参
る
所
存
で
す
。

　

弊
誌「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」で
は
本
年
も
市
場
動
向
を
的
確

に
捉
え
、
よ
り
有
益
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー

に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
弊
社
で
は
、
既
存
事
業
の
強
化
と
収
益

基
盤
拡
大
を
行
い
、
新
築
市
場
の
動
向
に
過
度
に
左
右
さ
れ

な
い
、
ま
た
、
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
を
通
し
て
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

既
存
事
業
で
は
、
国
産
材
の
輸
出
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用

の
燃
料
チ
ッ
プ
販
売
な
ど
、
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
市
場

へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

低
層
公
共
建
築
物
の
木
造
化
が
進
み
、
民
間
で
も
需
要
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
非
住
宅
市
場
に
お
い
て
は
、
専
任
チ
ー
ム

を
新
設
し
、
木
造
化
を
積
極
的
に
提
案
す
る
こ
と
で
資
材
供

給
に
つ
な
が
る
よ
う
注
力
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
急
速
に
都
市
化
が
進
む
イ
ン
ド
で
は
、
都
市
部
で
の

住
宅
供
給
が
増
え
、
建
材
市
場
の
成
長
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

昨
年
イ
ン
ド
の
有
力
メ
ー
カ
ー
と
、
出
資
に
よ
る
資
本
業
務

提
携
を
行
い
、
現
地
の
木
質
建
材
市
場
へ
参
入
、
イ
ン
ド
国

内
に
お
け
る
建
材
の
販
売
体
制
構
築
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
７
拠
点
を
中
心
と
し
て
、

既
存
商
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
内
流
通
事
業
に
お
い
て
、
固
定
費
を
変
動
費

化
す
る
物
流
改
善
の
ご
提
案
や
施
工
機
能
の
ご
提
供
、
Ｉ
Ｃ

新年
の

ご挨拶

職人不足や、空き家問題など、住宅業界の課題が浮き彫りになった2015年。
一方、東日本大震災から5年となる2016年は、防災意識の高まりや、

2017年の消費税再増税を前にして新築やリフォームの駆け込み需要など、様々な動きが想定される。
そこで、2016年に注目される住宅・建設業界のキーワードの中から、

「建材マンスリー」が独自に抽出した3つのキーワード
「電力小売りの全面自由化」、「IoT（Internet of Things）」、「セルロースナノファイバー（CNF）」について、

それぞれの専門家に話を聞いた。
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代
理
店
は
、
蓄
電
設
備
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と

い
っ
た
他
商
材
と
セ
ッ
ト
販
売
す
る
な
ど
、

電
力
販
売
を
販
促
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
で

き
る
と
い
う
。

電
力
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
で
、
供
給
先
の
電
力

使
用
状
況
を
細
か
く
把
握
で
き
る
こ
と
も

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
提
案
す
る
等
、
通
信
事
業
者
と
提

携
し
て
家
族
の
見
守
り
や
在
宅
確
認
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
」

　

ま
た
、
電
力
使
用
状
況
か
ら
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
の
変
化
を
読
み
取
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
提
案
に
も
活
用
で
き
る
。
住

宅
関
連
事
業
者
は
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

の
際
に
こ
う
し
た
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
あ

ら
か
じ
め
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
有
利
な
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
電
力
販
売
を

　

モ
ノ
か
ら
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

生
活
価
値
や
住
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
住
宅
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
の
意
義
だ
と
い
う
。

過
度
な
自
動
化
で
は
な
く

住
環
境
を
良
く
す
る
仕
組
み

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
住
宅
は
す
べ
て
が
自
動
化
さ
れ

た
未
来
の
住
ま
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
技
術
を
優
先
し
す
ぎ
る
と
、

か
え
っ
て
生
活
者
が
不
便
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
あ
く
ま
で
も
生

活
者
を
中
心
に
考
え
、
過
度
な
自
動
化
で

は
な
く
住
環
境
を
良
く
す
る
仕
組
み
と
し

て
用
い
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」（
高
田
氏
）

通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
ジ
ー
を
出
し

た
い
か
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
だ
と
い

う
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
や
既
存
の

新
電
力
企
業
な
ど
と
提
携
し
、
情
報
提

供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
は
有

効
だ
ろ
う
。

　

小
売
電
気
事
業
者
の
登
録
は
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
。
電
力
小
売
り
ビ
ジ
ネ
ス

が
本
格
始
動
す
る
の
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
が
出
揃
う
４
月
以
降
に
な
る
見
込

み
だ
。

　

例
え
ば
、
同
施
設
で
は
ト
イ
レ
の
照
明

が
つ
け
っ
ぱ
な
し
の
場
合
、
音
声
で
知
ら
せ

る
。
自
動
消
灯
は
簡
単
だ
が
、
子
ど
も
の

い
る
家
庭
な
ど
で
は
敢
え
て
自
動
化
せ
ず

音
声
で
促
す
こ
と
で
、〝
使
用
後
は
電
気
を

消
す
〟と
い
う
習
慣
付
け
を
手
伝
う
の
だ
。

　
「
一
方
で
、
生
活
者
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
活
用
も
可
能
で
す
。
ト
イ
レ
で
具

合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
便
座
の
セ
ン

サ
ー
が
反
応
し
て
音
声
で
呼
び
か
け
、
部

屋
の
ア
ラ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
に
連
動
し
て
家

族
を
呼
ん
だ
り
、
遠
方
の
家
族
に
知
ら
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
に
既
存
の
建
材
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
す
る
だ
け
で
安
心
・
安
全
を
追

求
し
、
さ
ら
に
健
康
増
進
・
省
エ
ネ
な
ど

の
実
現
が
可
能
と
な
る
の
だ
。

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
住
宅
実
用
化
の
課
題
は
、
長
持

ち
さ
せ
た
い
建
材
と
進
化
す
る
Ｉ
Ｔ
機
器

の
融
合
、
住
宅
へ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
し

や
す
さ
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
な

ど
、
相
反
す
る
特
徴
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
日
本
の

伝
統
的
な
木
造
家
屋
に
導
入
し
、
通
風
や

日
照
な
ど
を
自
動
で
感
知
・
調
節
す
る
な

ど
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
住
宅
を
長
持
ち

さ
せ
る
研
究
も
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

８
兆
円
の
電
力
市
場
が

４
月
か
ら
自
由
化

　
「
今
年
４
月
か
ら
新
た
に
小
売
り
が
自
由

化
さ
れ
る
低
圧（
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
）の

電
力
市
場
は
、
お
よ
そ
８
兆
円
。
そ
の
大

部
分
が
一
般
家
庭
で
あ
り
、
電
灯
契
約
数

に
す
る
と
約
７
８
０
０
万
件
に
な
り
ま
す
」

と
、
坂
越
健
一
氏
は
市
場
規
模
の
大
き
さ

を
強
調
す
る
。
戸
建
て
や
集
合
住
宅
な
ど

へ
の
電
力
市
場
が
開
放
さ
れ
る
の
だ
。

　

家
庭
向
け
電
力
市
場
へ
は
、
小
売
電
気

事
業
者
と
し
て
の
参
入
と
、
代
理
店
と
し

て
の
参
入
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
考

え
ら
れ
る
。
小
売
電
気
事
業
者
と
な
る
場

合
、
経
済
産
業
省
へ
登
録
す
る
必
要
が
あ

る
。
様
々
な
業
界
の
事
業
者
が
参
入
を
検

討
し
て
お
り
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な

ど
も
参
入
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

小
売
電
気
事
業
者
と
代
理
店
契
約
を
結

べ
ば
、
登
録
な
し
に
代
理
店
と
し
て
誰
で

も
参
入
で
き
る
。
こ
の
際
、
電
力
供
給
の

生
活
者
の
安
心・安
全
を
追
求
し

生
活
価
値
の
向
上
を
図
る

　

身
の
ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
通
信
機

能
を
持
た
せ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）。
渋
滞
情
報
の
配
信
シ
ス
テ
ム
や
、

生
体
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
録
し
て

健
康
管
理
に
つ
な
げ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
住
宅
分
野
で
の
導
入

に
も
注
目
だ
。
す
で
に
家
電
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
は

始
ま
っ
て
い
る
が
、
建
材
に
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
、
住
宅

自
体
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
必
要
な
く
、
求
め
ら
れ
る
の

は
営
業
力
だ
。
現
在
、
多
く
の
小
売
電
気

事
業
者
が
代
理
店
を
求
め
て
お
り
、
こ
の

ケ
ー
ス
は
今
後
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

小
売
業
参
入
の
メ
リ
ッ
ト
は

顧
客
と
の
接
点
が
増
え
る
こ
と

　

住
宅
事
業
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
。
実
は
電
力
小
売
事
業
だ
け
で
は
大

き
な
利
益
は
望
み
に
く
い
。
小
売
り
の
利

潤
よ
り
も
、
顧
客
と
の
接
点
を
増
や
し
、

そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ

る
と
い
う
。

　
「
住
宅
事
業
者
が
小
売
電
気
事
業
者
に

な
る
と
、
毎
月
の
請
求
書
発
送
な
ど
で
顧

客
と
の
定
期
的
な
つ
き
あ
い
が
生
ま
れ
、

関
係
を
長
く
保
て
る
こ
と
が
一
番
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
定
期
点
検
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
提
案
、
住
宅
設
備
の
案
内
な
ど
を
請

求
書
に
同
封
す
る
と
い
っ
た
、
顧
客
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
窓
口
が
一
つ
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

だ
。
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
導
入
し
た
施
設「U

2-H
om

e （
ユ
ー
ス
ク

ウ
ェ
ア
ホ
ー
ム
）」を
千
葉
県
野
田
市
に
建

設
し
、
２
０
１
３
年
よ
り
本
格
的
な
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
門
扉
や
外
壁
、
窓
、
天
井
、
壁
、
ド
ア
、

浴
槽
、
ト
イ
レ
な
ど
、
屋
内
外
の
あ
ら
ゆ

る
建
材
に
２
０
０
個
以
上
の
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
部
屋
ご
と
の
温
度
や

湿
度
、
天
候
や
紫
外
線
な
ど
の〝
住
環
境
〟

や
、
ド
ア
の
開
閉
、
住
人
の
在
室
状
況
な

ど
の〝
行
動
〟、
そ
し
て
電
気
や
ガ
ス
な
ど

〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟の
デ
ー
タ
を
収
集
・
集
積
し

て
い
ま
す
」（
高
田
巖
氏
）

一般社団法人
エネルギー情報センター  代表理事

坂
さ か ご し

越 健一氏

株式会社LIXIL　R&D本部　
新事業研究センター 情報社会研究G

グループリーダー

高田 巖
い わ お

氏

2016 年の注目キーワード

特  集

出所：経済産業省「第６回 制度設計ワーキンググループ 事務局提出資料 
       〜小売自由化に関する国民意識調査の結果概要について〜」

家
庭
向
け
電
力
市
場
開
放
、住
宅
業
界
も
参
入

Ｉｏ
Ｔ
住
宅
は
住
生
活
を
豊
か
に
す
る
視
点
が
重
要

電
力
小
売
り
の
全
面
自
由
化

Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet of Things

）

■ 電力会社の選択時に重視する項目

Q 今後、あなたが電気を購入する電力会社を選択する場合、何を重視して選択する
ことになると思いますか。あてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）

料金の安さ

料金メニューや契約手続きの分かりやすさ

ライフスタイル（生活パターン）にあった料金メニュー

顧客対応等のサービス品質

電力会社の切替えに制約がない契約であること

再生可能エネルギーの使用量の多さ

企業イメージの良さ

よく知られた企業であること

地元の企業

その他

分からない・特にない

76％

48％

39％

39％

32％

23％

17％

17％

11％

1％

11％ （ｎ=1,500）

トイレ内に設置されたタブレット端末

玄関に設置されたモニター。家の内と外の温度差や紫
外線の量などを表示するほか、電気の消し忘れなども
知らせる

２階ベランダの外壁カメラ。
住宅の外周４箇所に設置され
ており、リビングのモニターで
俯瞰映像を見ることができる
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多
彩
な
特
性
に
世
界
が
注
目

日
本
が
リ
ー
ド
し
実
用
化
も
進
む

　

２
０
１
５
年
６
月
30
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た「『
日
本
再
興
戦
略
』改
訂
２
０
１
５
」

の
中
で
研
究
開
発
を
推
進
す
る
指
針
が
記

載
さ
れ
た
の
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ

イ
バ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）だ
。
木
材
な
ど

植
物
を
構
成
す
る
基
本
物
質「
セ
ル
ロ
ー

ス
」を
ナ
ノ（
１
ミ
リ
の
百
万
分
の
一
）サ
イ

ズ
ま
で
分
解
し
た
繊
維
素
材
で
あ
る
。

　
「
次
世
代
を
担
う
産
業
資
材
と
し
て
研

究
開
発
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
森
林

資
源
が
豊
か
な
北
米
や
北
欧
、
そ
し
て
日

本
で
す
。
特
に
こ
の
数
年
は
国
際
標
準
化

の
議
論
も
高
ま
り
、

国
家
レ
ベ
ル
で
の
競

争
が
進
ん
で
い
ま

す
。
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
日
本

発
の
素
材
と
し
て
早

期
に
事
業
化
で
き
る

よ
う
、
産
学
官
が
同

混
ぜ
る
と
、
そ
の
強
度
は
３
〜
４
倍
も
向

上
す
る
場
合
が
あ
る
。
軽
量
で
高
強
度
と

い
う
特
性
は
、
様
々
な
産
業
分
野
で
求
め

ら
れ
る
。
自
動
車
や
飛
行
機
な
ど
の
輸
送

用
機
器
用
構
造
部
材
、
家
電
用
部
材
や
建

設
資
材
な
ど
に
も
広
が
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
実
用
化
に
向
け
た
課
題

も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
樹
脂
と
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
均
一
に
混
ぜ
る
こ
と

は
、
水
と
油
を
混
ぜ
る
よ
う
な
高
度
な
技

術
が
必
要
な
の
で
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
い

の
が
現
状
で
す
。
生
産
規
模
の
拡
大
と
製

造
方
法
の
改
善
と
い
う
両
面
か
ら
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

住
宅
業
界
で
も
、
建
材
へ
の
応
用
と
い

う
視
点
で
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
軽
量
で
強
度
が
増
し
た
複
合
材
料
は
、

土
台
や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
屋
根
と
い
っ
た

用
途
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
人
用
紙

お
む
つ
の
よ
う
に
比
表
面
積
の
大
き
さ
に

注
目
す
れ
ば
、
内
装
材
に
混
ぜ
る
こ
と
で
、

ト
イ
レ
や
キ
ッ
チ
ン
ま
わ
り
な
ど
に
適
し

た
高
度
な
消
臭
機
能
を
持
つ
新
し
い
建
材

が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
用
途
の
開
発
は
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
切
で
あ
り
、
造
る
側
と

使
う
側
が
お
互
い
に
情
報
を
発
信
、
共
有

す
る
こ
と
で
、
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。

住
宅
業
界
の
課
題
な
ど
、
業
界
の
意
見
を

集
約
し
て
実
用
化
へ
の
後
押
し
に
つ
な
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ま
た
、
資
源
が
豊
富
で
環
境
に
優
し
い

特
性
に
も
注
目
し
、
循
環
型
社
会
を
実
現

す
る
素
材
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

じ
ベ
ク
ト
ル
で
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
鉄
の
５
分
の
１
の
軽
さ
で

強
度
が
５
倍
と
い
う
性
質
に
加
え
、
熱
に

強
く
、
酸
素
な
ど
を
通
さ
な
い
ガ
ス
バ
リ

ア
性
も
高
い
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
、

様
々
な
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
内
で
す
で
に
実
用
化
さ
れ
た
例

に
は
、
大
人
用
紙
お
む
つ
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
比
表
面
積
＊
の
大
き
さ
を
利
用

し
、
抗
菌
効
果
の
あ
る
銀
イ
オ
ン
を
大
量

に
担
持
さ
せ
る
こ
と
で
高
い
脱
臭
作
用
の

あ
る
特
殊
シ
ー
ト
に
加
工
し
た
も
の
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
」（
平
田
悟
史
氏
）

　

ま
た
、
高
粘
性
を
生
か
し
た
か
す
れ
に

く
い
ゲ
ル
イ
ン
ク
ペ
ン
な
ど
、
様
々
な
活

用
方
法
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
注

目
は
、
樹
脂
や
ゴ
ム
な
ど
の
素
材
と
混
ぜ

て
造
る
、
複
合
材
料
だ
。

住
宅
や
航
空
機
に
も
活
用
が
可
能
な

複
合
材
料
は
今
後
の
研
究
に
期
待

　

Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
２
％
程
度

国立研究開発法人産業技術総合研究所
材料・化学領域

上席イノベーションコーディネーター
ナノセルロースフォーラム 事務局長

平田 悟史氏

セルロースナノファイバーの顕微鏡写真
（ナノセルロースフォーラムHPから引用）

＊物体の単位質量あたりの表面積

様々な分野において利用が期待される一例

熱に強く寸法安定性が高い 電子デバイス

ガスバリア性が高い 食品包装

粘性が高い 化粧品・食品添加物

透明化が可能 フィルター部材

軽くて強い 航空機部材・自動車部材・建材

比表面積が大きい 内装材・おむつ

リサイクルが容易な
環境に優しいバイオマス素材 包装材

化
粧
品
か
ら
建
材
ま
で
多
様
な
用
途
に
期
待

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）

2016 年の注目キーワード

特  集

幅：約 20mm
200nm

x 60,000
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＊ 橋の欄干のこと。

【こうき - しん】

vol.20

岡
県
島
田
市
の
大
井
川
に
架
か
る
蓬
萊
橋
は
、

全
長
８
９
７・
４
メ
ー
ト
ル
、
通
行
幅
２・
４

メ
ー
ト
ル
の
木
造
歩
道
橋
だ
。
通
行
料
は
往

復
大
人
１
０
０
円
、子
ど
も
10
円
で
、今
で
は
少
な
く
な
っ

た
賃
取
橋
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。１
９
９
７
年
に「
世

界
一
の
長
さ
を
誇
る
木
造
歩
道
橋
」と
し
て
ギ
ネ
ス
に
認

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮
影
に
も

利
用
さ
れ
、
年
間
約
７
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
１
８
６
９
年（
明
治
２
年
）、
幕
臣
た
ち
が
大
井
川
の
右

岸
に
広
が
る
牧
之
原
台
地
に
入
植
し
、茶
を
作
り
始
め
た
。

そ
の
後
開
拓
が
進
み
、
開
墾
農
家
が
県
に
願
い
出
て
、

１
８
７
９
年（
明
治
12
年
）に
橋
が
完
成
し
た
。

　
桁
木
、
桁
木
の
下
の
台
持
木
、
敷
き
板
な
ど
に
は
ベ
イ

マ
ツ
、
高
欄
＊
に
は
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

７
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
橋
脚
も
か
つ
て
は
木
造
だ
っ
た
が
、

た
び
重
な
る
川
の
増
水
に
よ
る
崩
落
の
た
め
、
１
９
６
５

年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
橋
脚
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
さ
ら

に
２
０
０
５
年
に
は
１
８
０
本
す
べ
て
の
橋
脚
を
Ｐ
Ｈ
Ｃ

（
高
強
度
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）杭
に
変

更
し
た
。

　
高
欄
部
の
手
す
り（
笠
木
）の
高
さ
が
敷
き
板
か
ら
50
セ

ン
チ
と
、
低
い
位
置
に
作
ら
れ
て
い
る
の
は
洪
水
時
の
流

水
抵
抗
を
和
ら
げ
る
た
め
。
１
９
９
４
年
以
降
、
防
腐
処

理
を
施
し
た
木
材
と
順
次
入
れ
替
え
を
行
っ
た
。桁
木
と
、

敷
板
の
間
に
あ
る
均な

ら

し
木ぎ

の
間
に
は
防
水
の
た
め
亜
鉛
曳

き
の
鉄
板
を
挟
ん
で
い
る
。

　
点
検
補
修
は
１
日
３
回
の
巡
回
。
主
に
危
険
箇
所
や
釘

の
緩
み
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
蓬
萊
橋
。「
長
生
き（
長

い
木
）」や「
厄
な
し（
８
９
７
４
）」の
語
呂
合
わ
せ
で
縁
起

の
い
い
橋
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

写真上：Ⓒ JUN YAMAGUCHI/SEBUN PHOTO/amanaimages
写真右：Ⓒ HIROAKI OTSUBO/SEBUN PHOTO/amanaimages

静

静岡県
島田市
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週
２
日
を
休
館
日
と
し
ま
し
た
。
以
前
は
価

格
を
下
げ
て
稼
働
率
を
高
め
て
い
ま
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
は
疲
弊
し
、
お
も
て
な
し
の
質
が
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
稼
働
率
で
は
な

く
単
価
を
上
げ
る
方
針
に
シ
フ
ト
。
休
館
日

を
設
け
人
件
費
が
減
少
し
た
分
、
ス
タ
ッ
フ

の
正
社
員
化
を
促
進
し
ま
し
た
。
ま
た
研
修

も
実
施
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
満
足
度
と
お
も
て
な

し
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

—

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
顧
客
か
ら

の
評
判
も
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
陣
屋
コ
ネ
ク

ト
」を
２
０
１
２
年
よ
り
他
の
旅
館
へ
も
販
売
し

て
い
る
。
同
業
他
社
の
要
望
も
吸
収
で
き
れ
ば
、

シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
活
か
せ
る
。

　
「
同
業
他
社
の
方
と
つ
な
が
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
販
売
し

て
い
ま
す
。
情
報
交
換
で
き
る
お
か
げ
で
、

接
客
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
選
び
ま
で
様
々
な
お
も

て
な
し
が
学
べ
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
当
館
を『
陣

屋
コ
ネ
ク
ト
』の
研
究
所
的
存
在
と
位
置
付
け

て
シ
ス
テ
ム
を
検
証
し
、
改
良
を
重
ね
て
全

国
の
旅
館
と
シ
ェ
ア
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
旅
館
業
界
の
底
上
げ
を
図
れ

れ
ば
、
良
い
人
材
も
集
ま
り
や
す
く
な
り
、

観
光
大
国
日
本
の
後
押
し
に
も
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
近
い
将
来
、『
陣
屋
コ
ネ
ク
ト
』の

海
外
輸
出
に
も
着
手
し
、
日
本
の
お
も
て
な

し
を
世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

—

当
時
、
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
意
識
が
高
い
ス
タ
ッ

フ
は
少
な
く
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後
も
紙
台
帳
や
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
に
頼
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
た
。

Ｉ
Ｔ
化
に
は「
手
間
を
取
ら
れ
業
務
が
し
に
く
く

な
っ
た
」と
い
う
反
発
の
声
も
大
き
か
っ
た
。

　
「
ま
ず
は
理
解
を
得
や
す
い
勤
怠
管
理
か
ら

利
用
を
促
し
、
地
道
に
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
情
報
共
有
を
メ
モ
や
電
話
な
ど
で

行
う
手
間
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
、
お
客
様

へ
の
対
応
に
当
て
ら
れ
る
と
い
う
効
果
を
ス

タ
ッ
フ
も
実
感
し
て
く
れ
ま
し
た
。
売
り
上
げ

実
績
な
ど
も
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
Ｉ
Ｔ
化
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」

旅
館
業
の
本
業
は〝
お
も
て
な
し
〟

Ｉ
Ｔ
は
本
業
に
専
念
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

—

Ｉ
Ｔ
化
か
ら
６
年
。
仕
入
れ
管
理
の
徹
底

で
料
理
の
原
価
率
は
10
％
減
を
達
成
し
た
。
業
務

の
効
率
化
に
よ
り
人
件
費
も
大
幅
に
削
減
。
年
間

売
り
上
げ
は
、
Ｉ
Ｔ
化
以
前
の
お
よ
そ
60
％
ア
ッ

プ
の
４
億
４
０
０
０
万
円
に
急
回
復
し
て
い
る
。

　
「
旅
館
業
の
本
業
は〝
お
も
て
な
し
〟で
あ

り
、
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
に
集
中
で
き
る
環
境
を

整
え
る
の
が
Ｉ
Ｔ
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
動

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
化
は
目
指
し
ま
せ

ん
。
導
入
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
本
業
の
質
を

高
め
る
た
め
の
投
資
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
実
績
を
分
析
し
た
結
果
、
稼
働
率
の
低
い

情
報
の〝
見
え
る
化
〟で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
高
速
化

—

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
致
命
的
に
経
営
が

悪
化
し
、
窮
地
に
陥
り
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
の
導
入
で

倒
産
の
危
機
を
乗
り
切
っ
た
老
舗
旅
館
が
あ
る
。

「
元
湯 

陣
屋
」の
４
代
目
社
長
、
宮
﨑
富
夫
氏
は

以
前
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務
め

て
お
り
、
旅
館
経
営
に
は
素
人
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
旅
館
の
跡
取
り
に
な
る
つ
も
り
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
経
営
悪
化
に
加
え
父
の
他
界

と
母
が
病
床
に
伏
す
と
い
う
事
態
が
重
な
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
大
正
時
代
か
ら
続
く
家
業
が

人
手
に
渡
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
そ
れ
だ

け
は
避
け
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、

２
０
０
９
年
10
月
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
経
営
改
善
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、

問
題
点
は
と
に
か
く
業
務
体
制
が
ア
ナ
ロ
グ

な
こ
と
で
し
た
。
お
客
様
の
好
み
や
ク
レ
ー
ム

な
ど
の
情
報
が
女
将
と
ベ
テ
ラ
ン
仲
居
に
集

中
し
、
他
ス
タ
ッ
フ
と
共
有
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
原
価
も
細
か
く
管
理
さ
れ
て
お
ら

ず
、
人
件
費
率
が
非
常
に
高
い
状
態
で
し
た
」

—

勘
と
経
験
で
は
経
営
は
回
ら
な
い
。
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
情
報
を“
見
え
る
化
”し
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
素
早
く
回
す
こ
と
が
業
務
効

率
化
や
顧
客
満
足
度
向
上
に
不
可
欠
と
考
え
た
。

　
「
情
報
の
共
有
や
伝
達
漏
れ
を
な
く
す
だ
け

で
な
く
、
お
客
様
の
利
用
履
歴
を
活
用
し
、

お
も
て
な
し
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
手
ホ
テ
ル
な
ど
が

利
用
し
て
い
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
は
、
導
入
コ
ス

ト
が
高
額
で
手
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
や
Ｏ
Ｓ
を
選
ば
ず
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

や
す
い
、
条
件
に
合
う
納
得
の
い
く
シ
ス
テ
ム

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ら
ば
自
社
開
発

す
る
し
か
な
い
と
。
幸
い
、
Ｓ
Ｅ
の
キ
ャ
リ
ア

を
持
つ
社
員
が
い
た
た
め
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
既
存
の
も
の
を
利
用
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で

一
元
管
理
で
き
る『
陣
屋
コ
ネ
ク
ト
』を
開
発
し

ま
し
た
。
会
計
処
理
や
売
上
分
析
、
予
約
管

理
な
ど
我
々
の
業
務
に
必
要
な
機
能
を
実
装

さ
せ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
、
２
０
１
０
年
１
月

か
ら
全
館
一
斉
に
導
入
し
ま
し
た
」

稼働率ではなく
単価重視に転換

経営立て直しのため基幹システムを
自社開発し業務を効率化

他旅館にシステムを販売し
業界の活性化にも貢献

株
式
会
社 

陣 

屋

厨房内では大画面で、接客スタッフは
各自のタブレットから常に顧客の最新
の情報を確認・共有できる

玄関では到着時刻や到着した車のナンバーから顧客を確認し、スタッ
フが陣太鼓で歓迎・送迎するおもてなしも 神奈川県・鶴巻温泉駅から徒歩4分にある陣屋。庭園は1万坪の広さを誇る

ここが注目ポイント

IT導入で業務の効率化を図り
倒産の危機にあった老舗旅館の
V字回復を達成

宮﨑 富夫 氏
代表取締役社長　

本　　社  ● 神奈川県秦野市鶴巻北2－8－24
創　　業  ● 大正7年
資 本 金  ● 4,140万円
従 業 員  ● 70名
事業内容  ● 旅館・レストラン・ブライダルの運営
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編集室より

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

明けましておめでとうございます。
今月号より、前編集長の建材マンスリーへの想いを引き継ぎ、新編集長として就任す
ることになりました。身にあまる重責ではありますが、一意専心、より良い情報誌に
なりますよう努力して参りますので、引き続きご愛読のほど宜しくお願いいたします。
申年はサルにかけて、いろいろな災いが「去る」年ともいわれています。2016 年、
皆様にとって何事も「猿滑（円滑）」に進む１年でありますように。（Ｍ）　

編
集
後
記

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

kenzai-monthly@sfc.co.jp

今月のニュース

　内閣府は2015年10月に「住生活に関する世論調査」
を行い、概要を発表した。それによると「住宅を所有し
たいか」の質問に対し「所有したい」と答えた人は74.9%。
理由は、同じところに安心して住み続けたいからという
意見が最も多かった。
　「購入するとしたら新築か中古か」との質問では、どの
世代も新築志向だったが、中古住宅購入への抵抗の割合
が少なかったのは20代だ。また、新築・中古の「いずれ
でもよい」と答えた人はどの年代においても15％前後存

在している。
　「中古がよいと思う理由」は、どの世代も価格の手の届
きやすさといった経済的な理由が多かった。30代と40
代では、「資金計画に無理がない」という理由が多い。20
代と60代では外観や内装のきれいな中古住宅が評価さ
れており、適切なリフォームで新築と遜色のない外観や
内装を備えていれば、中古住宅への潜在的な需要が存在
することが推測される。

「住生活に関する世論調査」を実施 －内閣府

わ が 社 の イチオシイチオシ

　私の主な業務は、グループ全体の採用活動と社内報
「Umiyuri」の編集です。若手である私がこれから人
事の仕事に関わっていく上で、グループの社員一人ひ
とりのことを知る必要があるということで、広報の仕
事を一部受け持つようになりました。企画・編集から
取材・原稿執筆、レイアウトまで全て私が主担当です。
上手な話の聞き出し方やインパクトのある見出しの付
け方など、ゼロベースからの出発で現在も苦戦中です

（笑）　でも試行錯誤していくうちに、社員とのコミュ
ニケーションが大切で、重要な仕事だと気付きまし
た。今は任された意味を実感しています。

　「Umiyuri」には「読むと元気になる社内報」という
サブタイトルが付いています。例えば部署や事業の創
立に携わった人の苦労話などをじっくりと聞き、記事
を読んだ社員が「自分も頑張ろ
う」と思える誌面を目指してい
ます。社内コミュニケーション
の醸成に大きな役割を果たす社
内報「Umiyuri」は、「わが社の
イチオシ」だと思っています。

「読むと元気になる社内報」で
社内コミュニケーションに貢献 三木 靖久さん矢橋林業株式会社（岐阜県）

矢橋ホールディングス株式会社

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　岡崎支店 西尾展示場

社内報「Umiyuri」は、ベトナム、韓国、
ミャンマーのグループ会社向けにも各
国語に翻訳して配布されている

20 40 60 80 100（％） （％）

■ 購入したい住宅   （N＝1,736） ■ 中古の住宅がよい理由   （N＝172）

20～29 歳
（N＝153）

30～39 歳
（N＝237）

40～49 歳
（N＝286）

50～59 歳
（N＝281）

60～69 歳
（N＝371）

70 歳以上
（N＝408）

■ 新築の一戸建住宅がよい　■ 新築のマンションがよい
■ 中古の一戸建住宅がよい　■ 中古のマンションがよい
■ いずれでもよい　■ その他　■ わからない
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価格の方が

手が届きやすいから
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（出所：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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2014年 2015年

(千戸)

11月11月

27,922

7,975

12,192

30,275

873873

12月

26,229

8,447

11,625

30,115

883

1月

26,320

7,975

9,605

23,813

864
883

864

2月

27,114

7,651

9,002

23,785

905

新  設  住  宅  計
建築主別

11月
8月9月10月対前年同月比

1,333 ▲ 11,778
▲ 638
1,971

848
850

▲ 868
503

▲ 375
869

936

397

▲ 475
374

▲ 165
663

2,384

▲ 1,051

▲ 219
▲ 1,717

898
▲ 8
▲ 5

79,697
951

78,746

25,310
33,505

379
20,503

8,880
11,471

71,211

8,486

680
3,837

210
3,759

47,485

32,212

197
16,839
15,058

52
66

77,153
1,654

75,499

24,830
32,757

728
18,838

8,690
10,030

68,051

9,102

1,478
4,093

141
3,390

43,954

33,199

449
17,928
14,697

63
62

77,872
989

76,883

25,219
34,092

322
18,239

7,724
10,351

69,548

8,324

696
3,865

69
3,694

45,178

32,694

169
18,115
14,239

56
115

80,255
1,364

78,891

25,245
33,470

328
21,212
10,189
10,768

71,456

8,799

953
3,894

322
3,630

45,140

35,115

838
20,001
14,096

74
106

▲ 903
▲ 10,875

▲ 9,270
▲ 1,761

19
▲ 766
▲ 157
▲ 640

▲ 10,422

▲ 1,356

▲ 513
▲ 313
▲ 304
▲ 226

▲ 7,319

▲ 4,459

▲ 257
▲ 2,923
▲ 1,221

▲ 19
▲ 39

対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2015年11月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2014年 2015年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
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45

総数 持家
貸家

分譲マンション
分譲戸建

2014年 2015年

利用関係別戸数

0

11月

12,601

10,499

12月 1月

13,125

10,758

11,774

8,230

2月

10,672

8,132

3月

11,595

8,936

4月

10,881

9,384

5月

11,490

8,281

6月

13,017

10,727

7月

13,102

9,974

8月

11,764

9,944

9月

12,013

10,594

10月 11月

11,750

10,666

12,789

10,711

11月11月 12月 1月 2月 3月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

木造
木造戸建
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0
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構造別木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

2014年 2015年
11月 7月 8月 9月 10月 11月

905

23,785

3月

24,102

8,415

10,832

23,785

920920

26,538

4月

27,703

8,188

9,823

913913

27,635

5月

25,258

8,411

10,416

911

1.7% ▲ 12.9%
▲ 40.2%

2.6%

3.5%
2.6%

▲ 69.6%
2.5%

▲ 4.1%
8.2%

1.3%

4.9%

▲ 41.1%
10.8%

▲ 44.0%
21.4%

5.3%

▲ 3.2%

▲ 52.6%
▲ 9.3%

6.3%
▲ 13.3%

▲ 7.0%

▲ 48.7%
▲ 12.1%

▲ 26.8%
▲ 5.0%

5.3%
▲ 3.6%
▲ 1.7%
▲ 5.3%

▲ 12.8%

▲ 13.8%

▲ 43.0%
▲ 7.5%

▲ 59.1%
▲ 5.7%

▲ 13.4%

▲ 12.2%

▲ 56.6%
▲ 14.8%

▲ 7.5%
▲ 26.8%
▲ 37.1%

4月 5月 6月 7月

911

35,436

6月

28,849

9,503

14,330

1,0331,033
32,190

7月

26,410

9,453

10,210

914

8月

914

30,892

8月

28,542

8,331

12,490

931931

31,455

9月

25,366

9,354

11,697

900

9月 10月

900

30,719

10月

24,763

8,799

12,872

862862

31,384

27,645

8,791

11,877

886886
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